東かがわ市議会だより原稿用紙

職員採用等について
優秀な人材の確保に務める
田中貞男
問　職員採用で、最近募集しても職種によって応募がない。平成３０年度の採用は試験二次募集で、土木職５名の応募があったが最終で採用が無い。建築職については応募がなかった。令和３年度も応募がないが。
答　一般行政事務や保育士・幼稚園教論については確保できてきている。専門職について応募が少ない。特に土木、建築、保健師、看護師については確保が難しいと感じている。
問　他の職種も予定通りの人数が確保できていないが、採用基準の検討や工夫が必要でないか。
答　昨年度からコロナ感染対策もあり、郵送と持参でなくウェブのみの受付に変更、書面で行なっていた自己ＰＲを第一次試験として録画面接を導入した。昨年度から「ＵＩＪターン・移住定住枠」を導入し、本年度からツイッター・ＳＮＳ等を利用し工夫している。
問　民間会社の採用のように大学や専門学校へ募集は行なっているのか。
答　ふるさと就職支援センターと連携し、県内・中四国や京阪神の大学や公務員養成専門学校等に働きかけている。県の東京・大阪事務所の関係機関にも情報提供をしている。
問　一般事務採用者の中で土木・建築の勉強の希望者あった場合、講座や研修期間の勤務体系や受講料などの支援は。
答　県建設技術センター開催する各種業務には、事業部配属職員等に積極的に参加している。
問　合格しても辞退や採用後数年で退職事例があるが検証等はしているのか。
答　辞退や退職者には本人同意の上できる限りの理由等は伺っている。
新過疎法になって企業誘致等の取り組みについて
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